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東芝 ESS では、モンテカルロ輸送放射化評価コード MCNP-BURN2 を開発し、燃料の燃焼特性評価や廃炉時

の放射化評価等に利用している。本発表では MCNP-BURN2 の核種生成評価に SCALE6.2 コードシステムに

組み込まれている ORIGEN モジュールの導入を検討した結果と検証内容について報告する。 
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1. 緒言 

MCNP-BURN2[1](以降、MB2)では、核種生成評価に ORIGEN2[2]を用いてきた。しかし、ORIGEN2 用ライブ

ラリの生成は公開コードでは行えず、近年は最新の核データライブラリへの対応もなされていない。そこで、

MB2 の燃焼計算モジュールに SCALE6.2 コードシステム[3]に組み込まれている ORIGEN モジュール(以降、

ORIGENS)の適用を検討した。ORIGENS を用いることで、最新の物理モデルや任意の核データライブラリを

ユーザが自由に使用することが可能となった。 
2. SCALE/ORIGEN の導入検討 

2-1. システム概要 

MB2 は、中性子輸送計算を行う MCNP[4]と、

核種生成崩壊計算を行う ORIGEN2 とを連成

させ燃焼計算を行うシステムである。MB2 の

核種生成崩壊計算に ORIGENS を導入するこ

とにより、SCALE システムの核データ処理コ

ード AMPX が使用可能となる(図 1)。MB2 に

ORIGENS を導入したシステムを本予稿では

MB3 と記す。 
2-2. ベンチマーク解析 

 MB3 の妥当性確認として OECD/NEA 主催

の燃焼度クレジットに関するベンチマーク問

題[5]を用いた。解析結果の一例としてボイド率

40%のときの燃焼度依存の無限増倍率の相対

差を図 2 に示す。ここで、図中の Ave.はベン

チマーク問題に参加した全ての機関・コード

の平均値を示す。OECD/NEA 主催ベンチマー

ク参加全 35 機関（手法、核データ等のバラエ

ティあり）の 2σ～1%に照らし合わせ、燃焼を

通して 1％未満で一致しており MB3 の解析は

妥当であるといえる。 
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図 1  MCNP-BURN2 システム概要(MB3) 

図 2  無限増倍率の比較 
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